
う！
市政を

問う！
髙山 賢二 議長

今回は
16人でした

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

　
今
後
、
小
中
一
貫
校
を

含
む
中
学
校
の
新
設
を
考
え

な
い
の
か
。

ま
た
、
津
屋
崎
中
学
校
の

生
徒
数
が
現
在
の
４
８
９
名

か
ら
令
和
12
年
度
に
最
大
で

９
５
４
名
と
な
る
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
津
屋

崎
中
学
校
に
通
う
こ
と
に
な

る
生
徒
の
保
護
者
に
説
明
を

す
る
の
か
。

　
中
学
校
の
新
設
は
、
小

中
一
貫
校
を
含
め
て
不
可
能

と
判
断
し
て
い
る
。

小
学
校
の
新
設
に
伴
う
、

校
区
の
再
編
、
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
な
ど
は
、
広
報
紙

等
で
説
明
し
た
が
、
継
続
し

て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

説
明
の
時
期
や
対
象
者
は
、

学
校
や
関
係
者
の
意
見
を
聞

い
て
考
え
た
い
。
ま
た
、
推

薦
入
試
に
影
響
す
る
部
活
動

等
の
活
動
に
つ
い
て
も
十
分

に
行
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

今後、新たな中学校建設を考えないのか
小中一貫校含めて中学校を新設することは不可能と判断

秦 浩 議員

答 弁

▲今後、生徒数が増加
する津屋崎中学校

　
市
内
で
こ
ど
も
食
堂
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
行
っ
て
い

る
団
体
へ
の
、
市
の
支
援
や

補
助
体
制
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
長
期
休
業
期
間
に

学
童
保
育
所
に
預
け
る
保
護

者
に
と
っ
て
、
お
弁
当
作
り

が
負
担
と
な
る
。
猛
暑
で
食

中
毒
が
心
配
だ
っ
た
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。
対
策
は
。　

　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

は
福
祉
課
で
個
別
対
応
を
し

て
い
る
が
、
市
か
ら
団
体
へ

の
援
助
は
し
て
い
な
い
。
こ

ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
、
県

の
補
助
制
度
活
用
も
含
め
、

支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

長
期
休
業
期
間
の
学
童
保

育
所
で
の
食
事
提
供
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
や
指
導
員
の

負
担
を
考
え
る
と
難
し
い
。

地
域
で
開
催
し
て
い
る
こ
ど

も
食
堂
と
の
連
携
な
ど
も
含

め
て
考
え
て
い
く
。

こどもの「食」に関する市の支援策は
新年度は調査研究し、こども食堂の支援等をめざしたい

石田 まなみ 議員

答 弁

▲市内の民間団体に
よる支援活動

　
武
蔵
野
市
で
は
人
材
育

成
基
本
方
針
策
定
に
あ
た
っ

て
、
管
理
職
に
は
個
別
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
一
般
職
に
は
ワ

ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
キ
ー

ワ
ー
ド
を
抽
出
す
る
な
ど
、

全
て
の
職
員
に
意
見
を
求
め

た
と
あ
る
。
本
市
で
も
必
要

で
は
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
材
育
成
基
本
方
針
を
検
索

し
た
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
り
づ
ら
く
時
間
を
要
し

た
。
検
討
が
必
要
で
は
。

　
こ
の
人
材
育
成
を
進
め

る
た
め
に
も
全
職
員
の
努
力

と
理
解
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
改

定
に
当
た
っ
て
全
体
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
る
方
法
な
ど

の
検
討
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

わ
か
り
や
す
い
ペ
ー
ジ
へ
書

き
換
え
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

人材育成基本方針改定で職員意見反映は
全職員ではなく、経営会議や部課長による内容確認を実施

榎本 博 議員

答 弁

▲福津市人材育成方針
（改定版）

　
６
月
定
例
会
で
市
と
し

て
統
一
し
た
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
が
必
要
と
の
市
長

答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ

の
策
定
に
お
け
る
進
捗
状
況

を
伺
う
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
基
礎

調
査
は
、
農
地
の
宅
地
化
希

望
の
声
が
あ
る
た
め
実
施
す

る
と
受
注
者
に
説
明
し
て
い

た
が
、
そ
の
声
が
な
け
れ
ば

実
施
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
平
成
17
年
の
合
併
後
も

旧
町
の
２
つ
の
計
画
を
継
続

し
て
い
る
。
市
と
し
て
の
計

画
策
定
は
、
予
算
を
か
け
ず

に
ま
と
め
る
考
え
で
進
め
て

い
る
。
職
員
体
制
等
を
検
討

中
で
、令
和
６
年
度
に
着
手
、

完
成
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

基
礎
調
査
は
、
令
和
２
年

９
月
定
例
会
で
の
指
摘
を
受

け
必
要
と
判
断
し
た
。
農
業

振
興
地
域
の
在
り
方
を
考

え
、第
一
産
業
を
推
進
す
る
。

農業振興地域整備計画策定の進捗状況は
農業の現状が未反映のため、現状に即した修正が必要

倉元 敏徳 議員

答 弁

▲農業振興地域の
耕作放棄地

一 般質問という議員主導の
政策論議
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QRコードから録画配信にアクセスできます。

　
子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
率

が
減
少
傾
向
の
諸
外
国
に
対

し
、
国
内
で
は
増
加
傾
向
で

あ
る
。
特
に
20
～
40
代
の
若

年
層
の
罹
患
率
が
増
え
て
い

る
。
毎
年
１
万
１
０
０
０
人

が
発
症
し
２
９
０
０
人
が
亡

く
な
っ
て
い
る
。
予
防
に
効

果
的
な
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
接
種
勧
奨
が
再
開
さ

れ
た
が
、
約
９
年
間
の
勧
奨

差
し
控
え
の
影
響
を
受
け
た

年
代
へ
の
対
策
は
。

　
平
成
９
年
４
月
２
日
～

同
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
は

公
費
で
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
期
限
が
令
和
７

年
３
月
末
と
迫
っ
て
い
る
た

め
、
未
接
種
者
に
は
再
度
の

個
別
通
知
を
行
う
。併
せ
て
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
、
レ
デ
ィ
ー
ス

デ
イ
や
託
児
な
ど
も
集
団
健

診
で
実
施
し
て
い
る
。

子宮頸がん発症予防のための取り組みは
ワクチンのキャッチアップ接種対象者に再通知を行う

中村 晶代 議員

答 弁

▲福岡県の子宮頸が
ん予防パンフレット

　
住
民
と
協
議
す
る
前
の

盛
土
工
法
で
の
入
札
は
、
順

序
が
逆
で
は
。

嬉
野
市
の
浸
水
想
定
区
域

に
あ
る
塩
田
中
学
校
で
は
、

住
民
と
協
議
し
、
盛
土
は
周

辺
住
宅
に
流
水
が
増
大
す
る

と
い
う
科
学
的
な
検
証
の
も

と
高
床
式
に
し
た
。
県
は
平

成
30
年
の
地
盤
高
で
浸
水
想

定
を
し
て
い
る
。
現
在
の
地

盤
高
で
の
科
学
的
な
検
証
と

工
法
の
検
討
が
必
要
で
は
。

　
地
域
の
皆
様
が
大
変
心

配
し
て
い
る
中
、
造
成
工
事

の
入
札
を
進
め
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

造
成
工
事
の
入
札
は
完
了

し
て
い
る
が
、
改
め
て
造
成

工
事
に
よ
り
浸
水
想
定
区
域

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
検
証
し
た
い
。

新設校の盛土、浸水想定の科学的検証は
結果しだいで造成内容が変わることも。科学的知見を示す

佐伯 美保 議員

答 弁

▲先進的な水害対策をし
た高床式の塩田中学校

　
小
学
校
の
水
泳
授
業
を

委
託
し
て
い
る
学
校
と
そ
う

で
な
い
学
校
と
で
、
教
育
水

準
の
均
等
が
と
れ
て
い
な
い
。

小
学
校
水
泳
授
業
委
託
の
課

題
と
今
後
の
方
向
性
は
。

授
業
で
も
、
市
民
で
も
利

用
で
き
る
プ
ー
ル
を
建
設
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
水
泳
授
業
に
は
新
た
な

不
公
平
感
が
出
て
き
た
と
認

識
し
て
い
る
。
委
託
は
大
き

な
経
費
が
か
か
り
、
今
後
も

委
託
料
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

る
。
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
誘
致
に
は
市
の
投
資
が
要

件
の
場
合
も
あ
り
、
総
合
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
は
、

学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
や
授

業
実
施
方
法
を
研
究
し
、
今

後
の
方
針
を
決
定
し
た
上
で

検
討
し
た
い
。
よ
り
良
い
水

泳
教
育
の
た
め
の
基
本
構
想

な
る
も
の
を
作
り
た
い
。

全小学校の水泳授業の教育水準の均等は
委託で機会均等が実現、教育水準には不公平感が出ている

中村 清隆 議員

答 弁

▲解体前の福間南
小学校のプール

　
黒
ア
ワ
ビ
等
は
中
国
へ

の
輸
出
停
止
に
よ
り
価
格
が

下
落
し
て
い
る
。
こ
れ
を
機

に
国
内
販
路
の
拡
大
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。
東
京
な
ど

の
人
口
規
模
が
大
き
な
都
市

に
、
市
長
自
ら
売
り
込
み
に

行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
東
京
等
で
小
さ
な
規
模

で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
集
ま
っ
て
く
る
人
の

量
が
違
う
と
感
じ
た
。
地
元

の
産
物
を
広
め
る
た
め
に
５

年
前
に
地
域
商
社
い
い
ざ
い

が
設
立
さ
れ
た
。
い
い
ざ
い

だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
市
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
こ
と
は
大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
燃
油

補
助
、
水
産
振
興
や
漁
場
保

全
に
係
る
水
産
振
興
補
助
金

な
ど
の
支
援
と
併
わ
せ
て
行

っ
て
い
き
た
い
。

輸出停止で価格下落のアワビの支援策は
市内向け、市外向けに発信することが市の責務と考える

大山 隆之 議員

答 弁

▲水産振興のために
市の支援策を

　
障
が
い
の
有
無
等
に
よ

り
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

「
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎

通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
視
覚
障
が
い
者
は

未
だ
に
情
報
取
得
等
に
多
く

の
苦
労
が
あ
る
。
音
声
読
み

上
げ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
公

的
な
通
知
等
に
音
声
コ
ー
ド

を
記
載
す
る
自
治
体
は
多

い
。
本
市
で
も
、
市
か
ら
送

付
さ
れ
る
公
的
な
通
知
や
封

書
に
、
音
声
コ
ー
ド
を
活
用

し
て
は
。

　
現
在
、
視
覚
障
が
い
者

に
と
っ
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
大
切
な
情
報
ツ
ー
ル

で
あ
る
。
県
内
で
も
多
く
の

自
治
体
が
導
入
し
て
お
り
、

本
市
も
導
入
を
前
提
と
し

て
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

音声コードの活用で福祉を向上させては
導入を前提として、早急に検討を進めていきたい

井手口 忠信 議員

答 弁

▲音声コードをスキャンし、
文書を読み上げるアプリ

一 般質問という議員主導の

9 議 会 だ よ り  ふ く つ



　
新
設
小
学
校
事
業
の
総

事
業
費
の
見
込
み
は
、
約
56

億
円
か
ら
約
72
億
円
ま
で
増

え
て
い
る
と
の
事
だ
が
、
１

０
０
億
円
を
超
え
る
よ
う
な

予
算
に
な
っ
て
も
完
了
さ
せ

る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
定
例

会
議
事
録
の
新
設
校
関
連
の

協
議
は
、
庁
内
の
協
議
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
と
い
う
理

由
で
非
公
開
に
な
っ
て
い

る
。今
後
公
開
し
な
い
の
か
。

　
本
事
業
は
優
先
度
の
高

い
事
業
と
考
え
て
い
る
。
市

の
全
体
事
業
の
中
で
精
査
、

取
捨
選
択
な
ど
を
行
い
、
財

源
確
保
に
努
め
、
最
優
先
で

進
め
る
方
針
で
あ
る
。

該
当
の
議
事
録
は
、
時
限

非
公
開
に
す
る
判
断
も
あ
っ

た
と
思
う
が
、
そ
の
時
点
で

非
公
開
と
決
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
か
ら
判
断
を

覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

小学校新設の予算はどこまで増大可能か
明確な数字は示せないが、最優先で財源確保していく

山本 祐平 議員

答 弁

▲新設校協議を非公開決
定した教育委員会議事録

　
夕
陽
館
や
大
峰
山
キ
ャ

ン
プ
場
、旧
魚
正
跡
地
な
ど
、

公
共
施
設
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

津
屋
崎
千
軒
に
あ
る
酒
造

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
が
、
駐
車
場
や
ト
イ

レ
な
ど
面
的
整
備
の
計
画
等

は
な
い
。
実
施
計
画
の
中
で

整
備
な
ど
の
予
算
を
来
年
度

以
降
に
考
え
て
い
く
の
か
。

　
夕
陽
館
は
民
間
事
業
者

の
運
営
を
求
め
て
、
令
和
６

年
１
月
以
降
に
事
業
者
公
募

を
め
ざ
す
。
大
峰
山
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
民
間
活
力
を
導
入

し
た
公
共
施
設
の
有
効
活
用

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
津
屋

崎
地
区
の
活
性
化
を
め
ざ
し

て
い
る
。
旧
魚
正
跡
地
は
、

解
体
し
て
今
後
は
観
光
用
途

で
の
利
活
用
を
す
る
予
定
。

津
屋
崎
千
軒
の
面
的
整
備

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

津屋崎地区の公共施設の活用方法は
民間活力を導入して公共施設の有効活用に取り組む

福井 崇郎 議員

答 弁

▲津屋崎千軒の面的
な整備と活用を

　
　
10
月
21
日
に
、
新
設
校

建
設
予
定
地
の
地
元（
宮
司

二
区
・
三
区
）で
住
民
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。
建
設
に

伴
っ
て
の
安
全
性
に
対
す
る

不
安
や
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

　
新
設
小
学
校
は「
地
域
の

防
災
拠
点
の
役
割
を
果
た
す

施
設
」と
の
位
置
付
け
や
本

市
の「
環
境
基
本
条
例
」「
開

発
指
導
要
綱
」に
沿
っ
た
進

め
方
が
必
要
と
考
え
る
。

　
住
民
の
不
安
等
に
答
え
る

た
め
に
も
、
専
門
家
に
よ
る

学
校
用
地
と
そ
の
周
辺
の
総

合
的
な
調
査
を
実
施
し
、
調

査
結
果
を
も
っ
て
住
民
説

明
、合
意
形
成
す
べ
き
で
は
。

　
　
学
校
だ
け
の
安
全
性
を

考
え
て
造
成
計
画
を
立
て
た

わ
け
で
な
い
が
、
周
辺
等
の

安
全
性
に
つ
い
て
検
証
で
き

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
資

料
を
整
え
て
、
今
後
、
説
明

し
て
い
き
た
い
。

新設校建設地および周辺の安全性調査は
安全性検証シミュレーションを実施し、説明していきたい

戸田 進一 議員

答 弁

▲新設小学校建設予定地と
その横を流れる手光今川

　
夕
陽
館
の
民
営
化
で
福

祉
行
政
の
低
下
と
な
ら
な
い

よ
う
、
通
い
の
場
を
増
や
す

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
福
祉
施
設
だ
っ
た
夕
陽
館

の
代
替
施
策
で
は
な
く
、

元
々
あ
る
市
の
計
画
に
基
づ

い
た
施
策
で
は
な
い
か
。

ま
た
財
政
負
担
が
大
き
い

と
い
う
が
、「
民
で
で
き
る

事
は
民
へ
」と
い
う
こ
れ
ま

で
の
考
え
を
改
め
、
市
民
参

加
に
よ
っ
て
夕
陽
館
を
市
財

政
に
貢
献
で
き
る
施
設
に
す

る
取
り
組
み
を
考
え
て
は
。

　
通
い
の
場
の
増
設
は
市

の
元
々
の
計
画
で
あ
る
。
現

在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

は
ふ
く
と
ぴ
あ
に
移
っ
て
お

り
、
健
康
福
祉
施
策
は
そ
こ

を
拠
点
に
展
開
し
て
い
る
。夕

陽
館
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
生
か
し
た
有
効
活
用
と
し

て
民
営
化
を
検
討
し
て
お
り
、

こ
の
考
え
で
進
め
て
い
く
。

福祉会館潮湯の里夕陽館として再開しては
行政直営での夕陽館の再開は、財政的に困難と考えている

岩下 豊 議員

答 弁

▲福祉施設ではなくなっ
た潮湯の里夕陽館

　
就
学
援
助
費
の
第
１
回

目
の
支
給
時
期
は
９
月
末
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の

支
給
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。

そ
の
影
響
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。
支
給
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
。
何
の
た
め

の
就
学
援
助
か
、
最
も
必
要

な
時
に
支
給
す
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
る
。
支
給
時
期
を

見
直
し
、
８
月
末
、
12
月
末

に
支
給
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
支
給
に
つ
い
て
は
９
月

末
を
予
定
し
て
い
た
が
、
事

務
処
理
の
中
で
10
月
５
日
と

な
っ
た
。
支
給
対
象
保
護
者

に
は
迷
惑
を
お
か
け
し
た

が
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
、
担
当
部
署
に
支
給
時

期
を
早
め
る
よ
う
な
検
討
を

指
示
し
て
い
る
。
今
後
も
、

就
学
援
助
の
目
的
を
十
分
理

解
し
な
が
ら
事
務
を
進
め
て

い
き
た
い
。

就学援助費の支給時期を前倒ししては
就学援助費の目的を十分理解しながら進めていきたい

豆田 優子 議員

答 弁

▲必要な時に就学援
助費の支給を

市政を
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QRコードから録画配信にアクセスできます。

議
会
は
、
市
長
が
提
出
す
る
予
算
案
を

審
査
す
る
た
め
に
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。
予
算
案
と
は
、
市
の

お
金
の
使
い
道
を
示
す
も
の
で
す
。
予
算

審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
予
算
額
や
事
業

内
容
を
詳
し
く
検
証
し
、
委
員
会
で
の
賛

成
・
反
対
を
決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
意

見
を
ま
と
め
て
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。

本
会
議
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
報
告
を
も
と
に
、
最
終
的
な
議
会
と
し

て
の
賛
成
や
反
対
を
決
定
し
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
市
の
財
政

や
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
福
間
南
小
の
過
密
化
は

長
期
化
し
て
い
る
。
先
日
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
校
区
再
編

案
も
示
さ
れ
て
い
た
。
仮
に

校
区
再
編
す
る
場
合
は
合
意

形
成
が
重
要
と
な
る
。
移
る

側
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
通
学
に
は
バ
ス
や
電
車

な
ど
現
実
的
な
手
段
を
提
示

し
意
見
を
聴
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
だ
け

で
な
く
近
隣
市
へ
の
通
学
も

考
慮
に
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
解

決
方
法
を
探
る
べ
き
で
は
。

　
校
区
再
編
は
地
域
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
ま
だ
正
式

な
検
討
段
階
で
は
な
い
。
３

㎞
歩
い
て
の
通
学
は
難
し

い
。
電
車
の
利
用
は
バ
ス
よ

り
も
現
実
的
と
考
え
る
。
近

隣
市
へ
の
通
学
も
過
去
に
検

討
し
た
が
、
再
編
議
論
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
。
今
後

も
、
責
務
と
し
て
教
育
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

南小過密緩和にあらゆる手段を検討しては
教育環境整備のため、校区再編含めて検討していきたい

中村 恵輔 議員

答 弁

▲福間南小学校の
増築された校舎

　
農
業
者
か
ら
の
農
業
施

設
の
補
修
等
の
要
望
に
対
し
、

市
の
実
施
率
は
毎
年
30
％
～

50
％
で
、
十
分
に
応
え
ら
れ

て
い
な
い
。
老
朽
施
設
も
多

く
、
予
算
を
増
額
し
て
毎
年

５
割
以
上
の
要
望
に
応
え
る

べ
き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

補
修
等
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
堀
切
水
門
と
貝
町
た

め
池
、
西
新
堤
た
め
池
の
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　
農
業
施
設
の
補
修
は
緊

急
性
が
高
い
部
分
が
多
い
。
中

期
財
政
見
通
し
を
勘
案
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
今
後
の

予
算
査
定
で
配
分
調
整
す
る
。

堀
切
水
門
は
国
の
補
助
事

業
の
採
択
を
受
け
て
い
る
の

で
、
令
和
６
年
度
に
予
算
計

上
を
す
る
予
定
。
貝
町
た
め

池
は
、６
年
度
に
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

を
、

西
新
堤
た
め
池
は
、
５
年
度

と
６
年
度
の
２
カ
年
で
補
修

を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

農業施設補修の予算を増額すべきでは
限られた財源の中で、適正に配分調整しながら対応する

尾島 武弘 議員

答 弁

▲土砂の流入で塞がれ
た農業用水路の補修

予
算
審
査
特
別
委
員
会
っ
て
何
？

ほかにもこんな質問がありました
議員名 その他の質問

秦　　　浩 本市の観光の取り組みについて
榎本　　博 地域拠点の活性化の取り組みについて

倉元　敏徳 先月発生した市内会社敷地内における火災
について

井手口忠信
乳幼児健康診査について
こどもの眼の健康について

大山　隆之 漁業への補助について
中村　晶代 男性へのHPVワクチン接種について

議員名 その他の質問

佐伯　美保

公平な教育環境の整備に向けた福間南小学
校への具体策等について
地域防災計画における避難体制の整備状況
について
福津市マンション管理適正化推進計画につ
いて
資源ゴミの回収体制等について

中村　清隆 有害鳥獣対策について
岩下　　豊 過大規模校の過密解消策について
山本　祐平 こども食堂について

豆田　優子 子どもたちの未来のための取り組みの現状
について

戸田　進一 ゴミ行政と自治会活動について

尾島　武弘 市が管理している防風林等の管理体制につ
いて

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①世界遺産観光タクシークーポン券
の金額は?

②福津市議会を視察に訪れた市は?
③こども未来議会は今回で何回目?

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

▲中継や録画配信で見ることができる予算審査特別委員会
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